
経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県神河町　公立神崎総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 140 - - ■

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 20 対象 ド 透 訓 救 臨 - - 140 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 140

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

10,884 15,988 第１種該当 - １０：１ 140

Ⅰ 地域において担っている役割
中播磨北部地域（神崎郡）唯一の公立病院とし
て、１次・２次救急をはじめ近隣病院や関係団
体・施設等と連携し、地域住民のニーズに合わせ
た地域医療を提供している。
また、病院併設の訪問看護ステーションや郡在宅
医療介護連携支援センターを中心とし、郡医師
会、健康福祉行政や介護・看護・福祉施設等と連
携を図ることにより、多職種が集まり、相談や意
見交換が行いやすい拠点づくりに努めている。
今後とも、播磨姫路医療圏域内の病院等と連携を
図りながら、医療・福祉の充実、実践に努めると
ともに、経営の健全化に向けて取り組んで行く。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 90.4 89.2 88.7 84.4 93.0当該値 97.8 99.9 98.8 98.5 104.8 当該値 70.8 72.0 73.5 68.4 73.8当該値 32.4 34.0 44.5 47.0 37.0

平均値 83.9 84.0 84.3 80.7 82.2平均値 96.6 97.2 96.9 100.6 105.9 平均値 69.7 70.1 70.4 65.8 65.0平均値 116.9 117.1 120.5 124.2 121.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

今年度決算は、コロナ補助金等の恩恵と診療単価
増により154,277千円の黒字に。経常収支比率は
104.8％と前年度比で6.3ポイント増となった。医
業収益は、コロナの影響から脱却しつつ、入院＋
11.2％（患者数＋7.9％）、外来＋9.4％（同＋
4.6％）などにより＋297,781千円となった。費用
面は、給与費（2,040,419千円）と減価償却費
（350,564千円）の影響が大きく、医業費用が＋
32,361千円となったが、医業収支比率は対前年で
＋8.6ポイントと改善した。費用面において、職
員給与費比率が高止まりしているが、職員の高年
齢化や医事課職員等を委託せず直接雇用している
ことなどが一因と考えている。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 耐震基準を満たしていなかった北館の改築工事
は、令和元年度末に完成に至り、一応の施設整備
は完了したため、当分の間、施設改修は必要ない
と考えているが、平成3年度竣工の南館の改修も
念頭に置いておく必要がある。
一方で、平成28年度整備の電子カルテシステムが
令和7年度に、また、平成30年度整備のCT、MRI等
高額医療機器が令和9年度に更新時期を迎える。
減価償却費が高額となり、今後の財務状況に影響
を与えること必至であるため、経営改善の検討の
中で、病院機能についても抜本的な見直しが必要
な時期となっている。

R03 H29 H30 R01

13.9 13.0 12.0 12.2 11.669.0 当該値37,985 38,006 40,549 42,037 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

68.539,289 平均値平均値 34,136 34,924 35,788 37,855

73.3 77.5 78.8 76.18,134 8,227 8,399 8,779 9,185 当該値

10,130 10,244 10,602 11,234

当該値 37,260

62,612,60077.9 当該値

17.3

2. 老朽化の状況

全体総括

当院では、入院・外来収益が28～30億円程度で推
移してきたが、平成25年度を境に右肩下がりの状
況になり、平成30年度から3年連続で23億円を切
る状況まで落ち込んだ。令和3年度は若干持ち直
したものの、医業収益に占める給与費の割合は依
然高止まりした状況にあり、経営上の大きな課題
の一つとなっている。医業収益の確保（増収）、
給与や職員数の適正化などについて、抜本的に見
直す必要に迫られている。
良質の医療の提供は最重要課題であるからこそ経
営体として永続させる責任がある。その責任を果
たすために、管理者を中心に職員各位がOne Team
となって、知恵を出し合って経営改善の取組みを
鋭意推進している。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

67.1 平均値 18.3 17.7 17.5 17.511,512 平均値 63.4 63.7 63.3

70.0 65.0 67.5 72.7

R01 R02 R03

当該値 57.6 57.6 40.6 43.9 47.1 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

45,293,948 51,040,693 63,568,350 63,074,186

43,530,781

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

73.9 平均値 39,094,598 40,683,727 41,891,213 42,806,72758.1 平均値 71.3 71.4 71.7 72.9平均値 53.5 54.1 54.6 56.9
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①経常収支比率(％)
【106.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,765,843】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.8】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【56.4】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【17,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【59,287】


